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牛久市教育委員会５月定例会会議録 

 

 

１．日  時  平成２８年５月２３日（月）午後２時１５分 

２．場  所  市役所分庁舎 第２会議室 

３．出席委員  石井 美知夫・芦田 亜里香・五十嵐登喜子・染谷 郁夫 

４．委員以外  教育部長          川井 聡 

の出席者  次長            飯野 喜行 

      次長            杉本 和也 

教育総務課     課長  川真田 英行 

指導課       課長  村松 美一 

放課後対策課    課長  吉田 茂男 

文化芸術課     課長  手賀 幸雄 

生涯学習推進室   室長  横瀬 幸子 

中央図書館     館長  関 達彦 

スポーツ推進課   課長  齋藤 勇 

教育総務課    課長補佐  富田 真幸 

教育総務課   課長補佐  森田 明 

文化芸術課   課長補佐  永沼 智子 

生涯学習推進室 室長補佐  山越 義弘 

スポーツ推進課 課長補佐  飯島 美博 

スポーツ推進課 課長補佐  高橋 頼輝 

 

５．欠席者   後藤 雅宣 

        教育総務課    課長補佐  戸塚 美幸 

        指導課     課長補佐  山口 明 

６．会議録署名人 染谷 郁夫 

７．報告事項  報告第１０号 牛久市文化芸術振興基本計画について 

 

 

石井職務代理者 

 

 

 

 

 

 

（あ い さ つ） 

 

 

開会を宣言する。 

会議録署名人 染谷 郁夫 委員を指名する。 
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石井職務代理者 

 

 

 

石井職務代理者 

 

 

 

 

 

 

文化芸術課課長

補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、報告第１０号「牛久市文化芸術振興基本計画の策定について」事

務局より説明をお願いいたします。 

 

 

  それでは、報告第１０号「牛久市文化芸術振興基本計画の策定について」ご

報告させていただきます。 

  本年５月１０日、庁議におきまして、牛久市文化芸術振興基本計画が承認い

ただきましたのでご報告させていただきます。 

  基本計画の策定の経緯、それから概要について、担当の永沼補佐のほうから

ご報告させていただきます。 

 

「牛久市文化芸術振興基本計画の策定について」ご報告いたします。 

  平成１３年の文化芸術振興基本法の制定に伴いまして、牛久市では牛久市文

化芸術振興条例を平成１５年に制定いたしました。あわせて文化芸術振興施策

の総合的、計画的な推進のため基本方針を定めまして文化芸術振興を進めてま

いりましたが、基本方針の策定から１０年が経過しまして、施策に関連するも

ろもろの条件が変化してきたことから、基本的な方針と施策の見直しが必要と

なってまいりました。 

  こうしたことから、市では平成２８年度から平成３７年度までの１０年間の

文化芸術振興の基本的な方向性を示す牛久市文化芸術振興基本計画を策定いた

しました。具体的な経緯といたしましては、平成２１年に具体的な中長期計画

の策定について、市長より文化芸術振興審議会に諮問、その後順次、平成２２

年に美術分野、平成２４年には音楽分野、平成２６年には文化分野の答申を受

けました。答申内容を踏まえて、牛久市文化芸術振興基本計画案を作成いたし

ました。 

  平成２７年には文化芸術振興審議会より意見を聴取いたしまして、基本計画

案の内容を調整いたしまして、パブリックコメントを実施しております。その

後、さらに修正を加えまして、５月１０日の庁議にて、牛久市文化芸術振興基

本計画の策定をいたしました。 

  今期は、「ひとが輝き つながる 文化芸術のまち」をビジョンに、文化芸術

とのつながり、人とのつながり、まちとのつながりに着目いたしまして、「育て

る」「伝える」「つなぐ」「支える」の４つの基本方針の柱を立てまして施策を分

類いたしました。 

  ４つの柱について、それぞれ簡単にご説明申し上げます。 

  お手元の概要版をごらんください。 

  まず、１つ目の柱、「育てる」についてでございます。目的は、地域独自の文

化芸術活動を創出するためにということで、青少年に文化芸術の普及活動を行

い、また芸術家、コーディネーター、文化芸術団体を支援し育成することで、

地域独自の文化芸術活動を促進するというものでございます。 
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石井職務代理者 

 

 

 

 

 

 

石井職務代理者 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ２つ目の柱、「伝える」についてでございます。目的は、牛久の文化芸術の軌

跡を残していくためにということで、内容は歴史を知ることで生まれた郷土へ

の誇りを多世代が共有し、引き継ぐことで、未来につながる連帯感のある地域

社会を構築するというものでございます。 

  続いて、３つ目の柱、「つなぐ」についてでございますが、文化芸術活動をよ

り活発にするためにということを目的に、適切な情報提供をすることで文化芸

術への入り口を広くし、多彩な文化芸術活動への参加を促進するというもので

ございます。 

  最後に、４つ目の柱、「伝える」についてでございますが、目的は文化芸術活

動のしやすい環境をつくるために、市内外の文化芸術施設の環境整備を進め、

市民や団体の文化芸術活動を支援するというものでございます。 

  それぞれの具体的な施策につきましては、概要版を見ていただければと思い

ますが、この表中の白枠の部分につきましては、今回の計画期間において強化

した施策となっております。お手元の概要版は、７月１日行政区回覧で、また

基本計画についても市のホームページでデータを公開しまして、順次印刷が終

わり次第、各市内公共施設、庁内での配布を考えております。 

  以上でございます。 

 

ありがとうございました。 

  事務局の説明が終わりました。質問等ありましたらお願いいたします。ござ

いませんか。 

  ないようでございますので、本日の議事でございますが、以上で終了となり

ます。ありがとうございました。 

 

 

続きまして、教育長の報告をお願いいたします。 

 

 

午前中の学校訪問ありがとうございました。牛久南中を見ていただいてもわ

かるように、非常に市内の中学校が落ちついておりまして、中学１年生、２年

生、３年生がどの学年をとっても、学力診断テストで４４市町村中、ベストス

リーに入る学力を有しているということが実際に現場をごらんになってわかっ

ていただけたと思います。校長先生や先生方のご努力で、本当に市内の学校が

５つとも落ちついてきました。 

  それから、今、牛久市まち・ひと・しごと創生総合戦略というパンフをお渡

ししました。緑のほうを見てください。 

  緑の４ページを見ますと、上のほうに、牛久市の目指す将来人口で、２０６

０年に８万４，０００人ということで、今と変わらない人口を維持するとして

あります。そのために、すぐ下にあるように合計特殊出生率で、子供の出生率
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石井職務代理者 

 

 

教育部長 

 

 

 

 

 

 

を１．４１から２．１、社会移動を転入超過、これを維持しながら今の人口を

維持していくという計画になっています。 

  そこで、どう維持するかというのがブルーのパンフです。１ページをごらん

になってください。１ページの下の右のほうに国の総合戦略といって、基本目

標が、１．仕事づくり分野、２．人の流れ、３．結婚出産子育て、４．まちづ

くりとあります。これを牛久では、３番目の結婚出産子育てを１番目に持って

きています。結婚出産子育てに、プラス教育を入れました。そういうことで、

市長さんの強い思いが教育に出ているということがわかっていただけると思い

ます。 

  また、市長さんもこだわっていらっしゃるように、奥野小、二中を残して、

小中連携で地域コミュニティーを残そうという事業が進んでいます。それが先

ほどいいましたコミュニティ・スクール事業であったり、少子化、人口減少社

会に対応した魅力ある学校づくり推進事業であります。牛久南中の教頭先生が

今までいた学校が今年からなくなった話をしていたように、学校は地域のもの、

学校がなくなって非常にさみしいということがありました。そういったことに

ならないように奥野小、牛久二中を存続させようということもこの施策の一つ

であります。 

  それに伴って、部長のほうから詳しく話があると思いますが、ひたち野地区

に中学校を建設するということがありますが、学校を核にした良いコミュニテ

ィーが市内にたくさん残ってくれればいいなと思います。そういったことを通

して、教育が一つの魅力になって、いろんな方々が牛久に来ていただいて、牛

久のまちが活性化することになっていくことを目指しています。 

  ですから、以前、学校建設問題で生徒数が減っていくので必要ないといった

話もありましたが、市の施策として人口を減らさないよう努力していく。そう

した中でひたち野の中学校もまた輝き続けてくれればなと思っております。ま

た、先日、幼稚園の今後の存続について教育委員会としての結論を出しました。

その結論を市長のほうにも報告しました。 

 

 

続いて、各課からの報告がありましたらお願いいたします。 

 

 

ただいま教育長からありましたが、先週、５月１９日ですが、臨時議会が開

催されました。条例の改正等々併せまして、５月補正予算を計上したところで

ございます。この補正予算につきましては、ただいまお話がありましたひたち

野地区の中学校の用地取得及び基本設計の費用等で、総額５億１，１２５万円

を計上するという内容でございました。 

  それで、用地取得につきましては、４億７，０００万円、そして基本設計と

して４，０００万円、その他諸費用という形で１２５万円という形ですが、ト
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ータル５億１，１２５万円を計上したことで、ほぼ用地につきましてはタキイ

種苗の農場跡地、こちらを候補地として、ほぼタキイ種苗側との合意形成がな

されておりますので、予算のほうを計上させていただいていると。それで、議

会のほうの承認が賛成多数で可決されましたので、いよいよ本格的に最終的な

土地取得の契約締結に向けて細かい詰めの作業をこれからは行っていくという

ことになりました。 

  今後ですが、最終的な詰めを終えた段階で、正式に契約の締結という段階に

なるわけですが、その正式なものが出た段階で直近の議会のほうに今度は土地

の取得に関して、今回は予算の計上です。ですから、今度は土地の取得の議会

承認をいただいた上で正式に契約を締結するということになってまいります。 

  それで、今回こういう形になりましたので、当初予定をしておりますように、

今後のスケジュールといたしましては、今年度用地取得及び基本設計の実施と

来年度、平成２９年度に実施設計、そして平成３０年度から３１年度の２カ年

をかけて校舎等の築造を行っていき、平成３２年４月開校を目指して新しい中

学校の建設を進めていくというスケジュールで進めていきたいというふうに考

えているところでございます。 

  この土地取得につきましては、合意に達した段階で直近のということですの

で、早ければ来月３日に開催の６月議会に計上できるものであれば計上いたし

ますし、もしそれに間に合わないという場合であっても、７月中にでも、とに

かく早い段階で臨時議会の招集をしてでも議会の承認を得て契約を締結したい

というふうに考えているところでございます。 

  臨時議会のほうのご報告ということで、新しい中学校の建設に関しましては

本格的に始まりますので、これからまた教育委員会としていろいろと説明会等

の開催も必要になってくると思いますので、教育委員の皆さんにもよろしくお

願いしたいと思います。 

  また、併せて今日からタウンミーティングが開催されます。こちらにつきま

しては、小学校区ごとに年に２回行うわけですが、この春から夏にかけて、ま

ず６月の議会前に今日と明日、今日が牛久小学校区、明日がひたち野うしく小

学校区。それで、議会が終わった後に残りの６小学校区のタウンミーティング

を行うということになります。その中で、今回の新しい中学校のスケジュール

等についてもお知らせをしてくということで、これまでの市政協議会では、大

体各行政区等からいろいろとご意見やご要望を承って、それに対してお答えを

するという形でしたが、今回のタウンミーティングから、一応こちら、行政側

のこれからのいろんな方向性だったり、予定だったりをお知らせした上で、各

行政区等からのご要望等やご意見を伺うということで、１回当たり約１時間半

から２時間を予定しているということで、今日が牛久小学校で４時から開催さ

れるということでございます。 

  私からは以上です。 
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石井職務代理者 

 

 

 

杉本次長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石井職務代理者 

 

 

各課長 

 

 

 

 

 

ありがとうございました。 

  続きまして、次長からありますか。 

 

 

来る今度６月３日、先ほど部長からもありましたけれども、６月の定例議会

が開会になりますが、その中で議案といたしまして、教育委員会の補正予算に

対しまして、放課後対策関連の事業なんです。これは、今現在中根小学校にあ

る児童クラブ、これを新たに建設する予算ということで、全体額としまして９，

７４２万７，０００円。そのうちの工事費が９，０１８万円、それ以外に実施

設計委託４２７万７，０００円。それ以外には備品購入と消耗品費等で全体で

９，７４２万７，０００円の補正予算を今回計上する予定になっております。 

  この理由なのですけれども、ご承知のとおり中根小学校は大分児童の数が増

えているということで、今現在普通教室で４１教室あるんですが、そのうち今、

児童クラブで２教室をお借りしていまして、プレハブの３教室と合わせて５教

室、これで児童クラブをお預かりしております。ただ、これが２９年４月以降

になりますと児童の数が増えてくるという部分と、併せてプレハブ校舎に幼稚

園も入っているということで、その４１教室ではちょっと足らないということ

が明白になってきましたので、本当に急であったのですけれども、今回６月に

補正予算を組んで、それで来年の３月までに児童クラブの建物、全部で４クラ

ス分を、実際建っている校舎の隣接のところに建築するというようなことで計

画を立てました。 

  これにつきましては、全体の金額のうち３分の２は県と国から補助金が出る

ことになります。内閣府所管の子ども・子育て支援整備交付金というのがござ

います。その中の放課後児童クラブ整備費補助金、これが該当になりますので、

それを使いまして３分の２は補助金。残り３分の１につきましても、８０％は

起債措置ということですので、そういう形で今回、財源も確保した上で、急遽

新築という格好でやるようになります。これで議会のほうが通れば、すぐに作

業を進めていきたいというふうに考えております。以上です。 

 

 

ありがとうございました。 

 

 

  文化芸術課     ビエンナーレの回顧展及び巡回展について 

            かっぱの里ギャラリー開設について 

            シャトーカミヤの災害復旧状況について 

  生涯学習推進室   うしく・鯉まつりの報告 

            フラワーコンテストについて 
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石井職務代理者 

 

 

 

  放課後対策課    コミュニティ・スクール推進委員会について 

指導課       少子化・人口減少社会に対応した活力ある学校教育推

進協議会について 

  教育総務課     下根中関係の工事スケジュールについて 

  中央図書館     こどもとしょかんまつりについて 

            空調改修工事について 

  スポーツ推進課   事業報告、事業予定について 

 

 

 

  以上で５月定例会を終了いたします。 

  次回の定例会は６月２０日月曜日、市役所分庁舎第１会議室、１４時での開

催となります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 


